
市では、三鷹の森ジブリ美術館（三

鷹市立アニメーション美術館）に三鷹

市民の方などを抽選でご招待します。

当日は、新しい企画展示「天空の城ラ

ピュタと空想科学の機械達展」（仮題）

や新作の短編アニメーション「めいと

こねこバス」を一足早めに公開する予

定です。

９月29日Àが「三鷹市民デー」、10

月１日Õ（都民の日）が「三鷹市民お

よび近隣市市民招待デー」となります。

【応募要領】

◆「三鷹市民デー」（９月29日À）

４人１組で600組（2400人）をご招待。

対象は三鷹市に在住の市民。

◆「三鷹市民および近隣市市民デー」

（10月１日Õ・都民の日） ４人１組

で600組（2400人）をご招待。対象は

三鷹市民および近隣市（武蔵野市・小

金井市・西東京市・調布市・府中市の

５市）に在住の市民。

◆申込方法 官製はがきにfl住所、‡

代表者の氏名（年齢）、·人数（代表

者を含む・４人まで）、‚電話番号、

„別表の申込区分番号（１区分のみ、

複数不可。三鷹市民の方はfl～Êのい

ずれか、近隣市民の方は„～Êのいず

れか）を記入し「〒181―8555三鷹市

企画経営室『三鷹の森ジブリ美術館招

待』係」へ郵送してください。

※１人１枚（１区分）のみとし、複

数枚の申し込みは無効。

※1人での申し込みも可。

◆申し込み期限 ８月26日Ã（必着）

◆当選者の発表 招待状の発送をもっ

て代えます。招待状は、９月の中旬ま

でにお手元に届くようにいたします。

電話などによる当否確認はできませ

ん。 ≥企画経営室ò内線2114

29日À午前10時と午後３時から、

「みたかジュニア・オーケストラ（Ｍ

ＪＯ）」による演奏があります。ＭＪ

Ｏは小・中・高校生によるオーケスト

ラ。芸術文化センターを中心として３

年前から活動しており、そのみずみず

しい演奏は毎回好評を得ています。当

日は美術館中央ホールを舞台にモーツ

ァルト「ディベルティメントＫ.334

よりメヌエット」などを演奏（約15

分間）する予定です。お楽しみに。

２００２・８・１８�　市民の声　ジブリ美術館市民デー 広報

■
児
童
手
当
の
現
況
届
に
、
わ
ざ

わ
ざ
休
み
を
と
っ
て
来
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
郵
送
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

〈
回
答
〉
児
童
手
当
の
現
況
届
は

郵
送
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
「
児
童
扶
養
手
当
」
に
つ

「
256
枚
の
色
紙
を
４
人
で
同

じ
数
ず
つ
分
け
る
と
、
１
人
分

は
何
枚
に
な
り
ま
す
か
」
―
―

３
桁
の
数
を
１
桁
の
数
で
割

り
、
答
え
が
２
桁
に
な
る
筆
算

を
学
ぶ
４
年
生
の
『
わ
り
算
の

し
か
た
を
考
え
よ
う
』の
学
習
。

北
野
小
学
校
の
三
つ
の
教
室

で
は
、
カ
レ
U

の
辛
さ
に
な
ぞ

ら
え
た
「
甘
口
コ
U

ス
」
「
中

辛
コ
U

ス
」
「
辛
口
コ
U

ス
」

の
３
コ
U

ス
で
、
４
年
生
（
２

学
級
・
65
人
）
の
授
業
が
進
め

ら
れ
て
い
た
。

甘
口
コ
U

ス
は
、
ち
ょ
っ
と

わ
り
算
が
苦
手
な
の
で
、
３
年

生
の
復
習
も
し
な
が
ら
、
先
生

の
説
明
を
聞
い
て
し
っ
か
り
計

算
の
や
り
方
を
学
ぶ
コ
U

ス
。

そ
れ
ぞ
れ
の
机
に
配
ら
れ
た
100

の
束
や
10
の
束
の
カ
U

ド
な
ど

の
具
体
物
を
使
っ
た
り
、
数
直

線
の
図
に
よ
る
説
明

を
聞
い
て
計
算
方
法

を
学
ん
で
い
く
。
甘

口
コ
U

ス
に
は
19
人

の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
い
た
。

隣
り
の
教
室
の
中

辛
コ
U

ス
は
27
人
。

先
生
と
一
緒
に
計
算
の
や
り
方

を
学
ぶ
。
黒
板
に
貼
っ
た
100
の

束
や
10
の
束
を
見
な
が
ら
答
え

の
お
お
よ
そ
の
数
を
見
積
も

り
、
こ
れ
ま
で
習
っ
た
「
答
え

が
３
桁
に
な
る
わ
り
算
」
と
は

ど
う
違
う
の
か
、
100
の
位
に
答

え
が
立
た
な
い
と
き
の
計
算
の

仕
方
を
考
え
る
。

辛
口
コ
U

ス
で
は
、
計
算
方

法
を
自
分
で
考
え
、
発
展
的
な

課
題
に
も
取
り
組
む
。
こ
の
コ

U

ス
を
選
ん
だ
の
は
16
人
。
筆

算
で
答
え
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
方
を
発
表
す
る
。次
に
、

割
ら
れ
る
数
が
１
ず
つ
増
え
た

場
合
に
答
え
が
ど
う
変
わ
る
か

を
考
え
、
割
ら
れ
る
数
・
割
る

数
・
答
え
の
関
係
を
見
つ
け
だ

し
て
い
く
。

◇
　
　
　
　
◇

北
野
小
学
校
は
、
今
年
度
か

ら
３
年
間
、
文
部
科
学
省
が
指

定
す
る
「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
ス
ク
U

ル
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
全
国
で
805
校
、
東
京

都
内
で
は
私
学
を
含
む
19
の
小

中
学
校
が
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
U

ル

は
、
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
fl
学
習
指
導

教
材
の
開
発
、
‡
指
導
方
法
や

体
制
の
工
夫
改
善
、
·
学
力
の

評
価
を
生
か
し
た
指
導
の
改
善

な
ど
、
確
か
な
学
力
の
向
上
の

た
め
の
実
践
研
究
を

行
い
、
公
開
授
業
な

ど
で
そ
の
成
果
の
普

及
に
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

北
野
小
学
校
で
は
、

「
確
か
な
力
を
育
て
る

算
数
科
の
学
習
」
を

テ
U

マ
に
４
月
か
ら

研
究
を
開
始
し
た
。

少
人
数
指
導
の
た
め

に
教
師
１
人
が
加
配

さ
れ
、
数
学
教
育
の

第
一
人
者
で
あ
る
東

京
学
芸
大
学
の
伊
藤
説
朗
教
授

を
講
師
に
迎
え
て
、
全
校
で
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

冒
頭
の
４
年
生
の
授
業
は
、

６
月
26
日
に
、
初
め
て
の
公
開

授
業
（
写
真
）
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
。
都
内
外
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
ス
ク
U

ル
の
教
師
た
ち
や

教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
な
ど

が
集
ま
り
、
授
業
を
熱
心
に
見

守
っ
て
い
た
。

公
開
授
業
の
後
に
開
か
れ
た

研
究
会
で
は
、
伊
藤
教
授
に
よ

る
講
評
が
あ
り
、
「
甘
口
コ
U

ス
は
も
っ
と
少
人
数
に
、
辛
口

コ
U

ス
は
多
人
数
に
す
る
な

ど
、
よ
り
大
胆
に
」
「
は
じ
め

に
少
人
数
・
コ
U

ス
別
あ
り
き

で
は
な
く
、
学
級
で
の
一
斉
指

導
の
よ
さ
を
見
直
し
、
ど
う
い

う
必
要
か
ら
コ
U

ス
分
け
を
す

る
の
か
考
え
る
」
な
ど
、
多
く

の
指
導
を
受
け
た
。

自
ら
研
究
の
推
進
役
に
な

っ
て
い
る
同
校
の
増
田
吉
史

校
長
は
、「
一
番
肝
心
な
の
は

『
算
数
の
学
習

は
楽
し
い
』
と

い
う
実
感
」
と

言
う
。
繰
り
返

し
や
ド
リ
ル
は
算
数
嫌
い
を
増

や
す
こ
と
も
あ
る
。
「
少
し
ぐ

ら
い
困
難
が
あ
っ
て
も
、
魅
力

的
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
算
数

の
面
白
さ
を
味
わ
う
こ
と
も
大

事
。
そ
こ
か
ら
振
り
返
る
こ
と

で
基
礎
基
本
を
確
実
に
定
着
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も

た
ち
が
出
会
う
教
材
の
善
し
悪

し
が
決
め
手
に
な
る
か
ら
、
教

材
開
発
は
教
師
に
と
っ
て
の
醍

醐
味
だ
し
、
こ
の
研
究
上
の
重

要
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
、
今
後
の
研
究
へ
の
意
欲
を

語
っ
て
い
る
。

北
野
小
で
は
、
今
年
度
中
に

各
学
年
で
公
開
授
業
を
行
い
、

来
年
10
月
に
は
研
究
発
表
会
を

行
う
予
定
だ
。
成
果
に
期
待
し

た
い
。

今

‰

学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
校

―
北
野
小
の
取
り
組
み
―

い
て
は
国
・
東
京
都
か
ら
の
委
任

事
務
で
、
そ
の
指
導
に
よ
り
窓
口

で
必
要
事
項
を
お
聴
き
し
な
が
ら

受
け
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
児
童
扶
養
手
当
は

ほ
か
の
手
当
に
く
ら
べ
て
資
格
が

限
定
さ
れ
、
所
得
状
況
、
居
住
実

態
、
生
計
方
法
な
ど
多

く
の
確
認
事
項
が
あ
る

た
め
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
人
が
ど
う
し

て
も
来
ら
れ
な
い
場

合
、
事
情
に
く
わ
し
い

家
族
の
方
で
あ
れ
ば
代

理
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
図
書
館
の
図
書
・
雑
誌
に
つ
い

て
い
る
Ｃ
Ｄ
は
な
ぜ
取
り
外
し
て

あ
る
の
で
す
か
。

〈
回
答
〉
著
作
権
者
の
承
諾
が
得

ら
れ
な
い
と
の
判
断
か
ら
取
り
外

し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
近
隣
市

町
村
・
都
立
図
書
館
の
現
状
を
調

査
し
、
内
部
で
協
議
し
た
結
果
、

今
後
は
図
書
・
雑
誌
と
も
著
作
権

法
上
の
問
題
の
な
い
も
の
に
限
り

Ｃ
Ｄ
付
き
で
貸
し
出
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。

■
私
た
ち
の
住
ま
い
の
辺
り
は
地

形
的
に
三
方
が
坂
で
、
大
雨
に
な

る
と
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が

あ
ふ
れ
出
た
り
、
ト
イ
レ
の
便
器

か
ら
逆
流
し
そ
う
に
な
る
な
ど
、

心
労
が
絶
え
ま
せ
ん
。
根
本
的
な

解
決
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

〈
対
応
〉
こ
の
件
で
は
、
緊
急
の

対
策
と
し
て
、
マ
ン
ホ
U

ル
の
ふ

た
15
個
を
持
ち
上
が
ら
な
い
構
造

の
も
の
に
取
り
替
え
る
と
と
も
に

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
住
民
向
け
に
説
明
会
を
開
催

し
、
fl
下
水
管
へ
の
地
下
水
侵
入

の
防
止
工
事
を
行
う
こ
と
、
‡
市

外
道
路
か
ら
の
雨
水
流
入
を
防
ぐ

排
水
溝
の
設
置
を
調
布
市
に
依
頼

し
た
こ
と
、
·
雨
水
を
中
仙
川
遊

歩
道
の
下
の
暗あ

ん

渠き
ょ

溝
に
流
し
込
む

た
め
の
雨
水
管
２
路
線
を
設
け
る

こ
と
な
ど
、
今
後
の
浸
水
対
策
を

説
明
し
ま
し
た
（
工
事
は
い
ず
れ

も
平
成
13
年
度
中
に
完
了
し
ま
し

た
）。

■
７
月
１
日
発
行「
広
報
み
た
か
」

の
「
伊
豆
諸
島
観
光
旅
行
費
用
を

助
成
し
ま
す
」
の
記
事
は
３
面
に

小
さ
く
載
っ
て
い
ま
す
が
、
同
時

期
の
近
隣
市
の
広
報
に
は
１
面
の

表
紙
に
あ
た
る
部
分
に
大
き
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
鷹
市
で
は

な
る
べ
く
市
民
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
さ
せ
た
く
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

〈
対
応
〉
７
月
15
日
発
行
の
「
広

報
み
た
か
」
４
面
に
同
記
事
を
再

９月29日À　三鷹市民デー

10月１日Õ　三鷹市および

近隣市市民招待デー

29日Àには「みたかジュニア
・オーケストラ」の演奏も

［申込区分］
 ●三鷹市民デー（９月29日）600組

対象日 区分 入場時間 招待数

９月2９日

fl

‡

·

‚

10:00
12:00
14:00
16:00

150組
150組
150組
150組

600人
600人
600人
600人

●三鷹市民および近隣市市民招待デー
（10月1日）600組
対象日 区分 入場時間 招待数

10月１日

„

‰

Â

Ê

10:00
12:00
14:00
16:00

150組
150組
150組
150組

600人
600人
600人
600人

◆
受
付
方
法

文
書
、
来
庁
、

「
市
民
の
声
・
あ
す
へ
の
こ
と
ば
」

（
市
役
所
１
階
市
民
ホ
U

ル
に
備

え
付
け
の
用
紙
）
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
三
鷹
市
ホ
U

ム
ペ
U

ジ
の

専
用
フ
ォ
U

ム
か
ら
の
投
稿
な
ど

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
電
話
ò
45
―
１
１
５
１
（
市
役

所
代
表
）
内
線
２
１
３
１
・
２
１

３
２
　
◇
専
用
フ
ァ
ク
ス
¿
48
―

２
８
１
０
　
◇
三
鷹
市
ホ
U

ム
ペ

U

ジhttp://w
w
w
.city.m

itak

市
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
は
こ
ち
ら
へ

平
成
13
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
「
声
」
を
紹
介

市
で
は
、広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聴
き
し
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
度
に
市
民
相

談
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
声
」
を
紹
介
し
ま
す
。

∞
市
民
相
談
担
当
ò
内
線
２
１
３
１
・
２
１
３
２

掲
し
、
１
面
に
目
立
つ
よ
う
に
広

告
を
入
れ
ま
し
た
。こ
の
時
期
は
、

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
の
完

成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
デ
ザ

イ
ン
決
定
、
参
議
院
議
員
選
挙
、

Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
受
講
者
募
集
な
ど

が
重
な
り
、
１
面
で
大
き
く
扱
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
も
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
U

ズ
に
応

え
る
情
報
提
供
を
工
夫
し
て
い
き

ま
す
。

a.tokyo.jp

◆
受
付
と
対
応
・
回
答

み
な
さ

ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
・
ご
要
望
は
、
広
報
課
市
民
相

談
担
当
（
市
役
所
２
階
）
で
受
け

付
け
て
市
長
に
報
告
し
、
市
長
が

担
当
部
課
に
指
示
し
て
対
応
に
努

め
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と

し
ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

長
名
で
お
返
事
し
ま
す
。
内
容
に

よ
っ
て
は
回
答
ま
で
に
日
数
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

平成13年度に寄せられた「市民の声」

企画部
総務部
市民部
生活環境部
健康福祉部
都市整備部
会計課
水道部
教育委員会
議会事務局
選挙管理委員会
農業委員会
合計

部　署 件　数
108
  32
  45
  80
  64
103
    1
    7
  59
    2
    1
    3
505

あ
な
た
の
疑
問
・
ご
意
見
・
ご
要
望
で

よ
り
よ
い
市
政
に

多
摩
東
・
多
摩
西
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
主
催
。
「
ふ
れ
あ
い
」

を
テ
U

マ
に
、
親
子
・
お
年
寄
り

・
友
達
な
ど
の
微
笑
ま
し
い
ふ
れ

あ
い
、
家
庭
・
職
場
・
地
域
の
楽

し
い
交
歓
の
情
景
な
ど
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
カ
ラ
U

ま
た
は
白

黒
プ
リ
ン
ト
、
キ
ャ
ビ
ネ
（
２
Ｌ
）

以
上
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
ま
で
。
賞

品
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
電
子
辞

書
な
ど
。
佳
作
以
上
は
12
月
下
旬

に
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
U

「
ア
イ
ム
」
で
展
示
し
ま
す
。

◆
応
募
先

10
月
31
日
œ
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
〒
192
―
０
３
６

４
八
王
子
市
南
大
沢
２
―
27
フ
レ

ス
コ
南
大
沢
　
東
京
法
務
局
八
王

子
支
局
内
多
摩
西
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
『
ふ
れ
あ
い
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
』
係
」
へ
。

く
わ
し
く
は
同
協
議
会
ò
０
４

２
６
―
70
―
６
２
４
０
へ
。

ふ
れ
あ
い
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

三鷹の森ジブリ美術館ご招待

Õ

二
馬
力


